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姉レイチェルの結婚式のため、妹キムが麻薬中毒の治療施設から自宅へ戻って

くると、そこにはどんな問題が？女性脚本家の目で細やかに描かれた、家族１

人１人の人物像に注目！また、リハーサルなしの熱演と、「今までで１番美し

いホームビデオ」を目指した撮影手法に注目！アン・ハサウェイが口汚い言葉

を連発し、不安定な心理状況を熱演したが、さてアカデミー賞主演女優賞の行

方は？  

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■主役はレイチェルではなく、キム！■□■ 

 誰でも、『レイチェルの結婚』というタイトル（原題も『ＲＡＣＨＥＬ ＧＥＴＴＩＮＧ 

ＭＡＲＲＩＥＤ』）を聞けば、主役はレイチェル（ローズマリー・デウィット）だと思うは

ずだが、実は主役は妹のキム（アン・ハサウェイ）。 

 冒頭は、麻薬中毒者の治療施設に入っているキムが、姉レイチェルの結婚式のため９カ

月ぶりに父親ポール（ビル・アーウィン）の運転する車に乗って実家に帰るシーンから始

まる。レイチェルの結婚式は２日後だが、両家の家族や友人たちが集まるリハーサル・デ

ィナーが開かれるうえ、自宅で行う手作りの結婚式とパーティーの準備にレイチェルはお

おわらわ。キムも結婚式やパーティーに出席する他に、退院後も出席しなければならない

麻薬依存者たちのミーティングがあるので大変だが、あんなに美しいキムが麻薬中毒者に

なったのは一体なぜ？ 

 キムが何カ月も麻薬を断ち切っているのはまちがいないようだが、薬物依存症の症状が

完治していないことは絶えずイライラしながらタバコを吸っている様子を見ても明らかだ。

レイチェルの結婚 

2008年・アメリカ映画 
配給／ソニー・ピクチャーズ エンタテインメント・112分 

2009（平成21）年2月16日鑑賞 ソニー・ピクチャーズ試写室 

 

★★★★ 
監督・製作：ジョナサン・デミ 

脚本：ジェニー・ルメット 

出演：アン・ハサウェイ／ローズマ

リー・デウィット／デブラ・

ウィンガー／トゥンデ・アデ

ビンペ／ビル・アーウィン／

アンナ・ディーヴァー・スミ

ス／マーサー・ジッケル／ア

ニサ・ジョージ／ボー・シア

／オリーブ 
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そんな心の傷をもったキムが、レイチェルの華やかな結婚式やパーティーに出席して何か

問題でも起こしたら大変だが、それは大丈夫？ 

■□■目指したのは、最も美しいホームビデオ■□■ 

 この映画の監督は、『羊たちの沈黙』（９０年）でアカデミー賞作品賞と監督賞を（他に

脚色賞、主演男優賞、主演女優賞も）受賞したジョナサン・デミ監督。他方、この映画の

脚本を書いたのはシドニー・ルメット監督の実の娘であるジェニー・ルメット。プレスシ

ートによると、ジェニー・ルメットの脚本を一読してデミ監督は、「真実や痛みやユーモア

に対する大胆なアプローチがとても気に入った」と監督を快諾したらしい。 

 そこでデミ監督が本作で目指したのは、最も美しいホームビデオ。そこで採用されたの

が、リハーサルなしでの手持ちカメラによる撮影という基本方針。つまり、素人が撮るよ

うな手持ちのビデオカメラによる撮影の手法を取りながら、それを最も美しいホームビデ

オにしようというわけだ。冒頭の車の中のシーンや、キムが自宅に戻り２階に上がってい

く姿を背後から追い続けるシーンなど、その撮影手法の特徴はすぐに明らかになる。そし

てそれは、①リハーサル・ディナー、②結婚式、③ホームパーティーなど、大勢が集まる

シーンでより顕著になるが、さてその成否は？ 

 また、レイチェルの結婚相手となるシドニー（トゥンデ・アデビンペ）をミュージシャ

ンという設定にしたため、パーティーには彼の友人がたくさん出席し、多くの音楽が歌わ

れ、かつ演奏される。したがって、カメラがどこを向くのか？誰のどんな表情を捉えるの

か？それは、一瞬の判断で決まるらしいから、俳優陣もミュージシャンたちも大変だ。 

 そんな撮影方針の中なればこそ生まれた、キムやレイチェルを中心としたホームドラマ

ながら迫真の演技に注目！ 

■□■細やかに描かれたバックマン家の人々の人物像に注目！■□■ 

 デミ監督が目指した『美しいホームビデオ』の達成度もお見事だが、それ以上に感心し

たのは、バックマン家の人々の人物像が明確に描かれていること。 

 第１のポイントは、「なぜキムが麻薬中毒者になったのか？」ということ。それは薬物依

存症の患者たちが集まるミーティングでキムが語る告白によって明らかになる。それは彼

女が１６歳のとき、鎮痛剤でハイになったまま、年の離れた弟イーサンを車で公園に乗せ

ていき、その帰り道、車ごと湖に落ちてイーサンを溺死させてしまったという悲痛な体験

だ。 

 第２のポイントは、イーサンの死が原因かどうかは知らないが、レイチェルとキムそし

てイーサンを産んだ母親アビー（デブラ・ウィンガー）が父親ビルと離婚したため、今、

自宅に戻ってきたキムを迎えるのが、父親が再婚したキャロル（アンナ・ディーヴァー・

スミス）だということ。再婚して今は別の家庭をもっているアビーもレイチェルの結婚式
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には当然参加するが、デブラ・ウィンガーという大物女優が演ずるアビーのキャラに注目！

他方、キムにとっては義理の母親になるキャロルは、イーサン事件に端を発する父と娘た

ちそしてレイチェルとキムの言い争いを彼女なりに心配していることは明らかだが、それ

に口をはさめないのは仕方なし・・・？ 

 第３のポイントは、イーサンの死亡によって薬物依存症となったキムを、両親特に父親

が過度に保護しているとずっと感じてきた長女のレイチェルと、自分がいくら謝っても許

されることはないと自分を責めながら、なお家族の絆を求めるキムとの間に起こる女同士

の確執と対立。 

 バックマン家の１人１人の人物像についての、これらの細やかな分析は、やっぱり女性

脚本家でなければ無理だろう。またシドニー・ルメット監督の娘としてさまざまな作品を

みてきたジェニー・ルメットなればこそ、それが可能に。 

■□■結婚式の感想 その１ 手作りの良さ■□■ 

 サブプライムローン問題を契機として発生した世界的金融危機の責任は、アメリカ人の

「浪費グセ」と、それを理論的に正当化した「金融工学」にあるらしいことは今や誰の目

にも明らかに？レイチェルの結婚式やパーティーを見ると、家の広さ、庭の広さ、招待客

の多さなど豪華さや派手さが目立つが、この結婚式は金融危機がこれほど深刻になる以前

のことだから仕方なし？ 

 他方、豪華さと同時に目立つのが手作りの良さ。日本では結婚披露宴はホテルで行うこ

とが多く、一流芸能人になると数億円ということも珍しくない。しかし『レイチェルの結

婚』はすべて手作りだから、アットホームな香りがプンプンにおう良さがある。ここらあ

たりが、何でも「右へならえ」となる日本人と比べアメリカ人の利口なところ・・・。 

■□■結婚式の感想 その２ 個性的なスピーチのすばらしさ■□■ 

 アメリカの結婚式では「花嫁付添人」が不可欠ということを、私は『いつか眠りにつく

前に』（０７年）や『幸せになるための２７のドレス』（０８年）、『近距離恋愛』（０８年）

を観てはじめて知ったが、『レイチェルの結婚』を観てはじめて知ったのが、結婚式の前日

のリハーサル・ディナーという習慣があること。①リハーサルディナー、②結婚式、③結

婚披露パーティーと、丸２日間も続くと、事前準備を含めて花嫁花婿は大変。特に『レイ

チェルの結婚』はレイチェルの手作り色が強いから、レイチェルの気苦労は生半可ではな

いだろう。 

 この映画のリハーサル・ディナーにおいて、友人や家族たちが１人１人立ち上がってス

ピーチする姿を見ていると、その自然さ、自由さとスピーチ内容のすばらしさに感心させ

られる。多くの人の前でしゃべるのが苦手あるいは慣れていない日本人はどうしても形式

的になり、原稿を読んでしまうことになりがちだが、この映画を観ると、アメリカ人のス
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ピーチは日本人のそれとは全然違うことがよくわかる。もちろんそれぞれ事前に構想は練

っているのだろうが、スピーチの内容は個性的で率直な言葉で綴られている。 

 もっとも、この席でキムが薬物依存症に陥った自分の身の上話をしながら、さかんに謝

罪（Ａｐｏｌｏｇｉｚｅ）したことが、「私の結婚を祝うディナーで自分の身の上話をペラ

ペラと。この子は自分の病気が世界の中心だと思ってるのよ！」と気に入らないのがレイ

チェル。そのため、帰宅後かなり激しい姉妹ゲンカが勃発することになるが、そんな２人

のシリアスな演技にも注目！ 

■□■姉妹対立の原因は？ その１ 父親の愛情の奪い合い？■□■ 

 キムが９カ月ぶりに自宅に戻ってきた時、父親のポールも義母のキャロルも、そしてレ

イチェルも花嫁付添人のエマもキムを快く迎えてくれたのは当然。しかし、常にタバコか

ら手を離さず薬物依存症の話をしたがり、何かと自分の存在を主張するキムに対して、レ

イチェルは今少しずつイライラし始めたよう。 

 「花嫁付添人は妹の私がやるべき！」、そんなキムの主張をレイチェルが受け入れたため

エマは大むくれだが、これはキムの顔を立てたレイチェルの苦肉の裁定。ところが、いつ

もキムのことを心配し何かと気遣いする父親ポールに対して、キムが「いつも監視してい

る！」とイラ立ち始めたからヤバい。また、そんな風にポールがキムのことばかり心配し

ている姿を見てイライラするのがレイチェル。「結婚式とそのパーティーの主役は私なのに、

一体キムは何サマなの！」となるわけだ。 

 リハーサル・ディナーから帰宅した夜の姉妹バトルの中、突然レイチェルが妊娠したこ

とを告げ家族が喜びに沸き返る中、「こんな大ニュースで私の話を吹っ飛ばす気？」と喰っ

てかかるキムの姿にはレイチェルも私も唖然。こんな姿を見ていると、姉妹対立の第１の

原因は、父親の愛情の奪い合い？ 

■□■姉妹対立の原因は？ その２ キムは嘘つき？■□■ 

 結婚式を翌日に控えて姉妹の対立が決定的になったのは、美容院の中で起きたある出来

事。そこで偶然キムに声をかけてきた男は、数年前にキムと同じ病院にいたらしい。この

男はキムに対して「君の強さに勇気づけられた」と話しかけてきたが、その話とは「姉妹

は幼い頃父親から性的虐待を受けて、姉は拒食症になった」というとんでもないでっちあ

げ話。そんな話が自然と耳に入ってきたレイチェルが怒ったのは当然だ。 

 キムを残したままレイチェルは車で自宅に戻ったが、後を追うようにタクシーで戻った

キムとレイチェルは父親の目の前で激しくバトルを展開。その結果、キムのでっちあげ話

は父親の耳にも届くことに。そうなると、さすがのポールも激怒したのは当然。 

 こんな姿を見ていると、姉妹対立の第２の原因は、キムが嘘つきなこと？ 
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■□■主演女優賞ノミネートは、こんなシーンから■□■ 

 姉妹の実の母親アビーを演ずる１９５５年生まれのデブラ・ウィンガーは『デブラ・ウ

ィンガーを探して』（０２年）というタイトルの映画ができたほどの有名女優（『シネマル

ーム３』１９５頁）。彼女は『愛と青春の旅だち』（８２年）、『愛と追憶の日々』（８３年）、

『永遠の愛に生きて』（９３年）で３度もアカデミー賞主演女優賞にノミネートされている。

映画後半のハイライトは、そんなアビーとキムとの激突！ 

 深く傷ついたキムが父親から厳禁されているにもかかわらず、自らハンドルを握って出

向いたのは、実母アビーの家。そこでキムは「なぜ、ラリっている私にイーサンを任せた

の？」と詰め寄ったわけだ。これにはアビーもビックリ。何を今更？イーサンの死亡で大

きな喪失感を味わうとともに、離婚にまで至ったのは一体誰のせい？そこまでは言わない

ものの、アビーの動揺する気持を名女優デブラ・ウィンガーが熱演。その結果思わず（？）

アビーの手がキムの頬に飛んだが、それに対して逆にキムはアビーを突き飛ばしたからす

ごい。そんな、ものすごい母娘バトルが展開されるわけだ。その直後家を飛び出し、極度

の興奮状態で泣きながらハンドルを握ったキムは、道路をそれて山の中へ一直線。さあエ

ライことに・・・。 

 キムを演じた美人女優アン・ハサウェイは第８１回アカデミー賞で主演女優賞にノミネ

ートされたが、私の見立てでは、このデブラ・ウィンガーとの激突シーンがその大きな要

因になったことはまちがいなし！  

２００９（平成２１）年２月１８日記 

やっぱりムリ！もう少し努力と実績を！ 

第８１回アカデミー賞主演女優賞を

めぐるアンジェリーナ・ジョリー、メリ

ル・ストリープらの「女の戦い」は興味

津々。その中、大半が「大穴」で一致し

た（？）のがアン・ハサウェイ。 

『レイチェルの結婚』では従来の清純

派美人女優のイメージをかなぐり捨て

て薬物中毒患者の役に挑んだが、やはり

海千山千の他の４人に勝つのはムリ。そ

れは、その後の『パッセンジャーズ』（０ 

８年）での凡庸な演技（？）をみても明 

らかだ。 

関根恵子が『高校生ブルース』（７０

年）で、宮沢りえが篠山紀信の『サンタ

フェ』（９１年）でオールヌード姿をさ

らすことによって脱皮したように、ア

ン・ハサウェイもどこかで美しいヌード

をさらけ出すことによって一皮むけな

いと！そうすれば、きっと『愛を読むひ

と』におけるケイト・ウィンスレットの

ように、近い将来主演女優賞を受賞でき

るのでは？ 

 ２００９（平成２１）年６月１日記 

 


